
巨
匠
に
」

　
　
「
ひ
ょ
う
た
ん
温
泉
」
始
末
記

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
編
集
部

　
「
あ
れ
は
神
国
日
本
が
無
条
件
降
伏
・
敗
戦
の
三
ケ
月
ほ

ど
前
、
昭
和
二
十
年
の
五
月
頃
だ
っ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。

軍
部
の
人
が
や
っ
て
来
て
、
有
無
を
言
わ
さ
ず
強
制
撤
去
、

つ
ま
り
取
り
壊
し
た
の
で
す
よ
。
敵
の
攻
撃
目
標
に
な
る
か

ら
と
言
っ
て
。
木
造
七
階
建
て
、
そ
れ
に
真
っ
白
に
ペ
ン
キ

ま
で
塗
っ
て
あ
り
ま
し
た
か
ら
ね
。
」

　
鉄
輪
温
泉
で
戦
前
、
名
物
だ
っ
た
「
ひ
ょ
う
た
ん
（
瓢
箪
）
温

泉
」
の
四
代
目
を
継
ぐ
社
長
、
河
野
純
一
さ
ん
の
話
。

　
大
阪
生
ま
れ
の
大
阪
育
ち
。
ク
セ
の
な
い
標
準
語
で
、
も
の
静

か
に
語
る
。
大
阪
の
会
社
を
辞
め
て
鉄
輪
に
や
っ
て
来
て
九
年
に

な
る
、
と
い
う
。

　
木
造
七
階
建
て
、
高
さ
は
約
一
八
メ
ー
ト
ル
。
こ
の
「
ひ
ょ
う

た
ん
」
の
形
を
し
た
奇
抜
な
建
造
物
Ｉ
そ
れ
は
別
府
湾
上
の
船
か

▲建設当時（昭和２年）の「ひょうたん」温泉
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ら
も
、
日
豊
線
の
海
岸
を
は
し
る
汽
車
（
当
時
）
の
車
窓
か
ら
も
、

ま
た
西
大
分
の
海
岸
か
ら
も
よ
く
見
え
た
。

　
周
囲
の
山
並
み
と
湯
け
む
り
に
よ
く
溶
け
込
ん
だ
一
幅
の
風
物

詩
は
、
当
時
の
絵
ハ
ガ
キ
に
も
登
場
し
た
。
鉄
輪
温
泉
の
湯
治
客

は
も
ち
ろ
ん
、
「
地
獄
め
ぐ
り
」
を
し
て
そ
の
存
在
を
知
っ
た
人

も
よ
く
訪
ね
た
も
の
だ
。

　
　
　
創
業
者
１
河
野
順
作
翁
の
人
と
な
り

　
今
日
、
河
野
家
に
遺
さ
れ
て
い
る
家
系
譜
に
よ
る
と
、
そ
の
戸

籍
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
・
本
籍
　
　
広
島
県
御
調
郡
野
串
村
一
七
番
地
屋
敷

　
・
両
親
　
　
父
Ｉ
嘉
三
郎
　
母
Ｉ
タ
マ
の
長
男

　
・
生
年
月
日
　
慶
応
三
年
　
三
月
一
日

　
ど
こ
の
家
で
も
そ
う
だ
が
、
往
古
の
こ
と
に
な
る
と
皆
目
判
ら

な
い
。
河
野
家
も
例
外
で
は
な
い
。

　
維
新
政
府
に
よ
り
、
全
国
的
に
統
一
し
た
近
代
的
な
戸
籍
簿
が

整
備
さ
れ
た
の
は
明
治
五
年
（
一
八
七
二
）
　
一
月
二
十
九
日
付
け

太
政
官
発
布
の
「
壬
申
戸
籍
」
か
ら
で
あ
る
。

　
周
知
の
よ
う
に
、
こ
の
戸
籍
編
成
は
、
氏
名
・
年
齢
・
生
年
月

日
な
ど
の
ほ
か
族
称
（
華
族
・
士
族
・
平
民
の
別
）
か
ら
家
族

（
と
く
に
戸
主
）
の
犯
罪
歴
ま
で
詳
記
す
る
と
い
っ
た
、
お
よ
そ

民
主
国
家
の
根
幹
に
触
れ
る
差
別
容
認
の
悪
評
ぶ
ん
ぶ
ん
（
紛
々
）

た
る
制
度
、
で
あ
っ
た
。

　
そ
れ
は
さ
て
措
き
、
現
社
長
の
祖
父
に
当
た
る
順
作
氏
は
、
明

治
十
五
（
一
八
八
二
）
年
ヱ
ハ
歳
で
志
を
立
て
て
大
阪
に
出
、
鍛

冶
屋
で
「
で
っ
ち
（
丁
稚
）
奉
公
」
を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
一
ロ
に
で
っ
ち
奉
公
と
い
っ
て
も
、
若
年
層
の
人
に
は
解
説
が

必
要
か
も
し
れ
な
い
。

　
－
そ
れ
は
元
来
、
封
建
社
会
の
い
は
ば
徒
弟
奉
公
の
こ
と
（
封

建
遺
制
）
。
江
戸
時
代
に
あ
っ
て
商
工
業
者
に
な
ろ
う
と
す
る
者

（
徒
弟
）
は
、
親
方
の
家
に
起
居
し
て
修
行
し
、
一
定
の
年
季
を

終
え
て
初
め
て
Ｔ
人
前
と
し
て
認
め
ら
れ
る
と
い
う
も
の
だ
っ
た
。

現
在
で
も
、
公
的
職
業
技
術
教
育
の
一
制
度
と
し
て
受
け
継
が
れ

て
い
る
。

　
順
作
氏
は
、
苦
労
の
か
い
が
あ
っ
て
同
二
十
四
年
、
二
五
歳
で

独
立
。
フ
イ
ゴ
（
金
属
精
錬
の
と
き
使
う
送
風
器
）
と
金
敷
き
を

土
間
に
据
え
、
念
願
の
機
械
鍛
冶
屋
を
開
い
た
の
で
あ
っ
た
。

　
当
時
、
世
人
の
間
で
、
氏
は
「
生
来
、
器
用
な
人
で
一
種
の
独

創
力
の
持
主
」
と
評
さ
れ
て
い
た
、
と
い
う
。
す
で
に
、
こ
の
頃

か
ら
頭
角
を
現
わ
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
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矢
継
ぎ
ば
や
に
各
種
の
新
型
機
械
を
考
案
し
て
売
り
出
し
た
。

同
三
十
五
年
に
は
、
全
国
で
初
め
て
の
小
型
船
舶
用
の
ス
ク
リ
ュ

ウ
・
プ
ロ
ペ
ラ
の
製
造
会
社
を
興
し
た
。
時
代
は
、
第
一
次
世
界

大
戦
の
戦
争
景
気
で
沸
き
、
昭
和
の
不
況
・
不
安
の
時
代
へ
と
突

き
進
む
。
昭
和
十
（
一
九
三
五
）
年
、
当
時
と
し
て
は
破
格
の
資

本
金
三
〇
万
円
の
「
㈱
河
野
鋳
工
所
」
を
設
立
す
る
ま
で
に
成
功

し
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
当
時
の
社
会
的
背
景

　
明
治
の
後
半
期
か
ら
大
正
期
に
か
け
て
の
日
本
は
、
一
〇
年
置

き
の
戦
争
に
明
け
暮
れ
て
い
た
。
日
清
（
明
治
二
十
七
年
）
に
つ

づ
く
日
露
（
同
三
十
七
～
八
）
の
両
戦
争
と
、
大
正
三
～
八
年
の

第
一
次
世
界
大
戦
が
そ
れ
で
あ
る
。

　
日
清
・
日
露
の
戦
争
。
Ｊ
匹
れ
る
亜
細
亜
の
獅
子
〃
と
恐
れ
ら

れ
て
い
た
清
国
に
勝
利
す
る
や
、
「
三
国
干
渉
」
を
行
な
っ
て
遼

東
半
島
を
清
国
に
還
付
さ
せ
た
帝
制
ロ
シ
ア
（
ロ
マ
ノ
フ
王
朝
）

は
代
償
と
し
て
こ
の
地
を
租
借
し
、
朝
鮮
半
島
に
進
出
し
よ
う
と

し
て
い
た
日
本
と
衝
突
す
る
。
こ
れ
が
他
な
ら
ぬ
「
日
露
戦
争
」

で
あ
り
、
こ
の
戦
争
を
「
自
衛
の
た
め
の
正
義
の
戦
」
と
意
義
づ

け
る
歴
史
学
者
（
元
東
大
学
長
・
林
健
太
郎
教
授
ら
）
は
少
な

く
な
い
。

　
こ
の
戦
争
で
、
日
本
は
軽
工
業
か
ら
重
化
学
工
業
国
へ
と
飛
躍

的
に
発
展
し
、
資
本
主
義
の
基
礎
が
固
ま
っ
た
。
二
〇
世
紀
が
始

ま
っ
た
の
は
明
治
三
十
四
（
一
九
〇
一
）
年
。
す
で
に
「
帝
国
主

義
」
の
時
代
に
突
入
し
て
い
た
列
強
は
、
領
土
拡
張
に
狂
奔
し
て

い
た
。
す
な
わ
ち
軍
事
上
・
経
済
上
、
他
国
（
ま
た
は
後
進
の
民

族
）
を
征
服
し
て
一
大
国
家
を
建
設
し
よ
う
、
と
い
う
の
で
あ
る
。

の
ち
の
〈
大
東
亜
共
栄
圏
〉
の
構
想
も
、
こ
の
延
長
線
上
に
あ
っ

た
と
解
さ
れ
て
い
る
。

　
日
清
、
日
露
の
戦
争
後
、
後
進
の
植
民
地
は
刺
激
さ
れ
て
競
っ

て
民
族
主
義
に
燃
え
て
「
独
立
」
を
目
指
し
、
世
界
の
危
機
は
深

ま
っ
て
い
っ
た
。

　
折
し
も
大
正
三
（
一
九
一
四
）
年
六
月
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
皇

太
子
が
セ
ル
ビ
ア
の
一
青
年
に
暗
殺
さ
れ
る
や
、
一
気
に
爆
発
し
、

世
界
は
二
大
陣
営
に
分
か
れ
て
戦
火
を
交
え
た
。
当
時
、
日
本
は

現
在
の
よ
う
に
不
景
気
に
あ
え
ぎ
、
武
力
に
よ
る
海
外
市
場
の
獲

得
で
こ
れ
を
解
決
し
よ
う
と
し
て
い
た
。
日
英
同
盟
を
結
ん
で
い

た
こ
と
も
あ
り
、
英
米
の
連
合
国
側
に
加
担
し
、
ド
イ
ツ
・
オ
ー

ス
ト
リ
ア
と
戦
っ
た
。

　
ド
イ
ツ
の
租
借
地
た
る
南
洋
諸
島
と
青
島
（
中
国
山
東
省
）
を
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占
領
。
欧
米
諸
国
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
勢
力
を
集
中
し
て
い
る
間
に
、

日
本
は
中
国
大
陸
の
利
権
拡
張
に
の
り
出
し
た
。
連
合
国
側
が
勝

利
に
終
っ
た
第
一
次
戦
争
で
も
、
日
本
の
工
業
生
産
（
と
く
に
重

化
学
工
業
）
は
さ
ら
に
飛
躍
的
な
増
大
を
み
た
。

　
そ
の
後
、
戦
争
に
よ
る
好
景
気
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
国
内
の
市

場
は
少
し
も
開
拓
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
不
安
な
世
相
が
つ
づ
く
。

生
活
苦
・
就
職
難
に
加
え
て
大
正
七
年
の
「
米
騒
動
」
は
、
全
国

の
。
カ
ア
ち
ゃ
ん
パ
ワ
ー
の
爆
発
〃
で
「
民
衆
’
の
一
大
蜂
起
事

件
」
と
な
っ
た
。
日
本
資
本
主
義
は
著
し
い
発
展
を
遂
げ
た
半
面
、

そ
の
矛
盾
も
ま
た
深
刻
な
も
の
が
あ
っ
た
。

　
つ
づ
い
て
「
関
東
大
震
災
」
が
こ
れ
に
追
い
討
ち
を
か
け
た
。

・
発
生
年
月
日

　
　
大
正
十
二
年
九
月
一
日
午
前
十
一
時
五
十
八
分

　
　
マ
グ
ェ
チ
ュ
ー
ド
七
・
九
な
い
し
八
・
二

・
全
壊
家
屋
　
　
こ
一
万
八
二
六
六
戸

　
半
壊
〃
　
　
　
二
Ｉ
万
六
二
三
三
戸

　
焼
失
〃
　
　
四
四
万
七
こ
一
八
戸

・
死
者
総
数
　
　
九
万
七
回
一
八
名

　
行
方
不
明
者
　
四
万
三
四
七
六
名

　
負
傷
者
　
　
　
一
〇
万
三
七
三
三
名

・
損
害
総
額
　
六
五
倫
円
（
当
時
・
推
計
）

　
関
東
地
区
の
一
大
工
業
地
帯
は
全
滅
。
横
浜
地
区
の
重
工
業
の

工
場
群
は
も
ち
ろ
ん
、
東
京
市
内
下
町
の
零
細
工
場
（
主
に
軽
工

業
）
も
消
滅
し
、
機
械
施
設
へ
の
打
撃
も
甚
大
で
あ
っ
た
。
こ
れ

が
復
興
に
各
企
業
は
生
産
に
追
わ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

　
　
　
鉄
輪
に
湯
治
に
き
て

　
鉄
輪
温
泉
と
の
、
そ
も
そ
も
の
機
縁
は
Ｉ
。

　
大
正
後
期
、
順
作
翁
は
、
難
病
で
不
治
と
い
わ
れ
る
関
節
炎
の

治
療
に
や
っ
て
来
て
い
て
、
鉄
輪
が
気
に
入
っ
た
。
そ
の
後
、
妻

の
マ
ツ
さ
ん
も
ま
た
難
病
の
リ
ュ
ウ
マ
チ
を
患
っ
た
こ
と
か
ら
、

夫
婦
し
て
別
府
へ
の
転
居
を
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
ら
し
い
。

　
目
を
着
け
た
の
が
鉄
輪
温
泉
の
東
城
（
大
字
鉄
輪
字
フ
ロ
モ
ト
）

と
、
大
字
境
を
流
れ
る
ハ
川
の
南
隣
接
地
（
大
字
鶴
見
字
北
中
・

同
八
川
）
の
一
帯
で
あ
っ
た
。
居
宅
を
建
て
る
や
、
直
ち
に
温
泉

源
の
用
地
を
探
し
た
。
幸
運
に
も
、
大
量
の
高
熱
源
泉
を
掘
り
当

て
た
。
自
噴
し
な
い
た
め
、
横
穴
の
ト
ン
ネ
ル
（
隨
道
）
を
穿
っ

て
引
湯
し
た
。
地
元
か
ら
「
他
所
か
ら
や
っ
て
来
て
、
一
発
で
温

泉
を
掘
り
当
て
た
運
の
好
い
ヤ
ツ
」
と
ね
た
ま
れ
た
。
別
府
温
泉

に
他
所
か
ら
や
っ
て
来
た
事
業
成
功
者
を
評
す
る
と
き
聞
か
れ
る
、
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い
わ
ゆ
る
。
赤
猫
根
性
〃
の
類
で
あ
る
。

　
当
時
の
鉄
輪
温
泉
は
、
俗
に
。
地
獄
（
噴
気
・
沸
騰
泉
）
の
巣

〃
と
呼
ば
れ
て
い
た
ほ
ど
湯
量
は
豊
富
だ
っ
た
。
炊
事
場
の
カ

マ
ド
で
は
薪
を
使
わ
ず
、
噴
気
を
取
り
入
れ
て
煮
炊
き
が
で
き
た

（
地
元
で
は
「
地
獄
ム
シ
」
と
い
っ
た
）
。
入
浴
に
は
不
自
由
し
な

か
っ
た
半
面
、
困
っ
た
の
は
生
活
用
水
の
不
足
で
あ
っ
た
。
こ
の

点
、
旧
別
府
市
内
の
流
川
・
楠
温
泉
・
旧
桟
橋
界
隈
に
住
む
住
人

と
同
様
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
一
大
温
泉
保
養
ラ
ン
ド
の
建
設
が
夢

　
大
正
も
後
期
、
待
望
の
購
入
地
に
居
を
構
え
た
老
夫
婦
は
、
次

つ
ぎ
に
ア
イ
デ
ア
を
活
か
し
て
温
泉
施
設
を
造
作
し
て
ゆ
く
。
そ

れ
が
唯
一
の
生
き
甲
斐
で
「
夢
」
で
も
あ
っ
た
よ
う
だ
。

　
八
川
の
渓
流
を
巧
み
に
利
用
し
、
谷
の
岩
石
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ

て
野
趣
に
富
ん
だ
施
設
を
作
ろ
う
、
と
・
…

　
そ
れ
は
、
か
っ
て
の
徳
川
中
期
か
ら
幕
末
（
元
和
年
間
～
天
保

年
間
）
、
鶴
見
郷
（
原
中
村
と
北
中
村
）
を
支
配
し
た
豊
後
森
藩
・

久
留
島
侯
が
飛
び
地
の
小
倉
、
照
湯
温
泉
に
設
け
た
「
殿
様
湯
」

（
別
名
「
御
前
湯
」
）
の
諸
施
設
を
彷
彿
と
さ
せ
る
も
の
で
あ
っ
た

（
ち
な
み
に
鉄
輪
地
区
は
、
別
府
と
並
ん
で
日
田
布
政
所
が
支
配
す

る
「
天
領
」
で
あ
っ
た
）
。
史
料
（
『
鶴
見
七
湯
の
記
』
）
に
よ
れ

ば
、
次
の
よ
う
な
諸
施
設
が
設
け
ら
れ
て
い
た
、
と
記
さ
れ
て
い

る
。

　
　
一
の
湯
　
二
の
湯
　
三
の
湯

蒸
し
湯
　
築
山
　
庭
園
　
茶
屋

飛
泉
の
湯
（
滝
湯
）
　
砂
湯

曲
輪
（
遊
郭
街
）
な
ど

　
老
夫
婦
に
果
た
し
て
、
こ
の
よ
う
な
歴
史
的
知
識
が
あ
っ
た
か

ど
う
か
、
そ
れ
は
分
か
ら
な
い
。

　
し
か
し
元
来
、
好
奇
心
が
旺
盛
で
人
一
倍
、
未
知
の
事
象
に
関

心
が
強
く
、
挑
戦
し
て
止
ま
な
い
情
熱
と
実
行
力
の
持
ち
主
で
あ
っ

た
だ
け
に
、
鉄
輪
温
泉
場
か
ら
西
方
山
手
約
一
キ
ロ
余
の
照
湯
温

泉
ま
で
歩
を
運
び
、
史
跡
を
つ
ぶ
さ
に
見
聞
し
た
上
で
、
ひ
た
す

ら
構
想
を
練
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

　
次
つ
ぎ
に
設
け
て
い
っ
た
施
設
と
は
、
ま
ず
「
ひ
ょ
う
た
ん
」

型
の
大
小
浴
場
。
そ
れ
に
高
所
か
ら
落
下
す
る
熱
湯
も
、
コ
ン
ク

リ
ー
ト
製
の
ひ
ょ
う
た
ん
の
口
先
か
ら
ほ
と
ば
し
り
出
る
と
い
う

凝
り
様
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
ハ
川
の
渓
流
を
利
用
し
た
滝
湯
、
砂

湯
、
蒸
し
湯
。
加
え
て
、
川
岸
か
ら
橋
を
架
け
’
て
掘
っ
た
横
穴
の

ト
ン
ネ
ル
の
奥
深
く
に
は
、
天
井
の
明
り
で
入
浴
が
楽
し
め
る

「
極
楽
湯
」
も
作
っ
た
。

　
子
供
向
け
に
は
、
滑
り
台
の
つ
い
た
「
温
泉
プ
ー
ル
」
。
五
月
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▲昭和８年当時の金龍園（地獄）
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時
分
に
は
藤
棚
の
下
で
花
見
の
で
き
る
「
藤
の
湯
」
。
園
内
に
設

け
た
食
堂
と
、
そ
の
隣
に
は
当
時
珍
し
い
「
玉
突
き
台
」
（
現
在

の
ビ
リ
ヤ
ー
ド
）
と
「
ピ
ン
ポ
ン
台
」
を
置
い
た
休
憩
所
の
併
設

も
忘
れ
な
か
っ
た
。

　
以
上
の
よ
う
に
温
泉
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
た
一
大
保
養
ラ
ン
ド

を
、
順
作
翁
は
自
ら
〈
養
老
園
〉
と
命
名
し
た
。
文
字
ど
お
り
、

楽
し
く
余
生
を
生
き
る
　
。
温
泉
の
桃
源
郷
〃
　
（
陶
淵
明
＝
中

国
人
）
を
こ
の
世
に
実
現
し
よ
う
と
す
る
趣
旨
で
あ
る
。

　
幕
末
生
ま
れ
の
翁
に
は
、
そ
の
昔
の
「
養
老
の
滝
」
の
故
事
が
、

併
せ
て
頭
に
浮
か
ん
だ
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

　
そ
の
故
事
と
は
大
兄
正
天
皇
の
御
代
（
七
一
四
～
七
二
四
年
）
、

親
孝
行
の
樵
夫
が
病
に
効
く
と
い
う
滝
の
霊
泉
を
汲
ん
で
飲
ま

せ
て
い
た
。
至
誠
天
に
通
じ
た
の
か
、
滝
の
神
（
竜
神
）
は
ひ
ょ

う
た
ん
の
水
を
酒
に
変
え
て
や
り
、
目
出
た
く
病
気
が
快
癒
し
た

と
い
う
説
話
で
あ
る
。
こ
の
滝
は
今
も
っ
て
岐
阜
県
養
老
郡
養
老

川
の
上
流
に
在
り
、
今
日
「
観
光
名
所
」
と
し
て
訪
れ
る
人
が
絶

え
な
い
、
と
か
。

　
最
盛
期
を
迎
え
て
園
内
が
狭
く
な
る
と
、
北
中
ハ
川
所
在
の
隣

接
農
地
を
買
収
（
二
Ｉ
八
坪
）
し
、
こ
こ
に
二
階
建
て
の
入
湯
旅

館
二
棟
を
築
造
し
、
格
安
で
湯
治
客
を
泊
め
て
便
宜
を
図
っ
た
。

こ
う
し
た
事
な
ど
か
ら
、
鉄
輪
温
泉
地
元
の
旅
館
・
貸
間
（
当
時

は
十
数
軒
）
や
組
合
、
ま
た
北
中
組
が
経
営
す
る
有
料
部
落
温
泉

（
但
し
、
地
元
住
民
の
み
入
浴
料
は
無
料
）
「
谷
の
湯
」
（
前
掲

「
鶴
見
七
湯
」
の
一
つ
）
管
理
者
と
の
開
で
悶
着
が
起
き
た
ほ
ど

で
あ
る
。
原
因
は
、
ひ
ょ
う
た
ん
温
泉
側
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精

神
か
ら
無
料
も
し
く
は
格
安
で
施
設
を
開
放
し
、
客
を
奪
わ
れ
た

か
ら
で
あ
っ
た
。

　
両
者
の
間
で
の
交
渉
で
も
、
地
元
村
会
議
員
で
も
解
決
せ
ず
、

最
終
的
に
は
村
長
が
仲
に
入
っ
て
、
ど
う
や
ら
「
有
料
」
（
と
適

正
な
価
格
）
に
す
る
こ
と
で
一
件
落
着
を
み
た
。
翁
の
「
社
会
の

た
め
、
地
域
の
た
め
に
奉
仕
し
た
い
」
と
明
治
人
（
実
は
幕
末
生

れ
）
な
ら
で
は
の
奉
仕
の
心
意
気
と
気
骨
が
感
じ
ら
れ
る
話
で
あ

る
。
「
言
う
は
易
く
、
行
う
は
難
し
」
で
、
死
ぬ
前
に
も
地
元
神
社

に
千
数
百
坪
の
土
地
を
献
納
し
て
い
る
（
後
述
）
。

　
　
　
「
ひ
ょ
う
た
ん
（
瓢
箪
）
温
泉
」
命
名
の
謂
わ
れ

　
翁
は
何
故
に
、
こ
れ
ほ
ど
ま
で
し
て
。
「
ひ
ょ
う
た
ん
」
に
こ
だ

わ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
前
掲
の
社
長
は
、
淡
々
と
し
て
次
の
よ

う
に
語
っ
た
。

　
　
「
祖
父
は
、
ハ
ダ
カ
（
裸
）
　
一
貫
で
天
下
を
取
っ
た
太
閤
秀
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古
び
い
き
、
と
い
う
よ
り
深
く
崇
敬
し
て
い
た
よ
う
で
す
。
我

　
が
身
の
姿
と
ダ
ブ
ラ
せ
て
・
…
そ
こ
で
秀
吉
の
「
千
成
び
ょ
う

　
た
ん
」
に
あ
や
か
り
、
こ
れ
を
園
の
ト
レ
ー
ド
・
マ
ー
ク
に
し

　
よ
う
と
し
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
…
」

　
　
こ
の
「
千
成
（
千
生
り
と
も
書
く
）
び
ょ
う
た
ん
」
は
果
実

　
こ
そ
小
さ
い
が
、
多
く
群
れ
て
生
え
る
の
で
縁
起
が
よ
く
、
目

　
出
度
い
も
の
と
さ
れ
て
い
た
。

　
宇
佐
地
方
の
農
家
で
は
庭
先
に
昔
か
ら
栽
培
し
’
て
お
り
、
実
が

熟
す
る
と
中
の
ワ
タ
を
繰
り
出
し
乾
か
し
て
磨
き
を
か
け
る
と
、

大
小
様
々
の
形
の
も
の
が
採
れ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
宇
佐
八
幡
の
参

拝
記
念
に
縁
起
物
と
し
て
よ
く
売
れ
た
。
翁
は
園
内
の
土
産
品
店

に
飾
り
並
べ
、
宣
伝
に
も
利
用
し
た
。
商
魂
た
く
ま
し
い
ド
根
性

も
見
逃
せ
な
い
。
（
写
真
参
照
）

　
　
　
「
金
龍
園
」
（
地
獄
）
を
つ
く
る

　
翁
は
、
こ
れ
く
ら
い
で
は
満
足
し
な
か
っ
た
。

　
昭
和
七
年
一
月
に
は
、
白
池
地
獄
と
は
道
一
つ
へ
だ
て
た
反
対

側
の
地
（
鉄
輪
字
向
ケ
原
三
二
Ｉ
番
地
四
八
四
坪
）
の
土
地
と
鉱

泉
地
（
一
坪
）
を
購
入
し
、
今
回
も
ま
た
、
め
で
た
く
地
獄
を
掘

り
当
て
た
の
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
地
獄
に
は
仏
像
を
作
り
、
衆
生
済
度
を
願
っ
て
熱
湯
の
池

の
中
に
金
色
の
龍
を
置
き
、
そ
の
口
か
ら
噴
気
を
出
し
て
地
獄
の

亡
者
た
ち
を
救
出
し
よ
う
と
し
て
い
る
形
の
も
の
、
を
企
画
し

た
。
名
称
も
旧
来
の
「
○
○
地
獄
」
と
せ
ず
、
単
に
「
金
龍
園
」

と
命
名
し
た
。

　
こ
の
金
龍
園
の
仏
像
建
立
に
は
、
当
時
腕
の
よ
い
こ
と
で
評
判

の
仏
師
・
水
野
信
山
に
依
頼
し
た
。
阿
弥
陀
如
来
と
脇
侍
の
三
体

を
破
格
の
七
百
円
、
十
二
支
の
守
り
本
尊
の
仏
像
は
一
体
を
三
五

円
で
請
け
負
わ
せ
た
。

　
水
野
仏
師
は
毎
朝
、
仏
に
拝
脆
三
拝
の
礼
を
尽
し
斎
戒
泳
浴
し

て
製
作
に
励
ん
だ
、
と
い
う
。
翁
は
、
己
の
意
図
し
た
形
で
み
ご

と
に
完
成
し
た
仏
像
群
の
建
立
に
、
し
の
び
寄
る
歳
並
み
と
仏
の

慈
悲
に
す
が
っ
て
の
成
仏
を
念
じ
、
併
せ
て
終
生
の
事
業
の
モ
ニ
ュ

メ
ン
ト
（
記
念
碑
）
に
し
よ
う
と
思
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か

（
筆
者
に
は
、
そ
う
思
え
て
な
ら
な
い
）
。

　
　
　
建
造
物
の
「
ひ
ょ
う
た
ん
」
に
も
挑
む

　
翁
は
こ
れ
以
前
、
と
て
つ
も
な
い
奇
妙
キ
テ
レ
ツ
（
奇
天
烈
は

当
て
字
、
語
源
不
明
）
な
ア
イ
デ
ア
が
浮
か
ん
で
い
た
。
建
物
の

「
ひ
ょ
う
た
ん
」
に
挑
戦
し
よ
う
、
と
い
う
の
で
あ
る
。

－128 －



　
木
造
七
階
建
、
建
物
の
高
さ
は
約
一
八
メ
ー
ト
ル
。
建
物
の
て
っ

ぺ
ん
（
天
辺
）
、
つ
ま
り
縦
に
立
て
た
ひ
ょ
う
た
ん
の
口
先
の
回

り
に
東
は
別
府
湾
か
ら
、
西
は
山
並
み
ま
で
四
方
を
見
渡
せ
る

「
展
望
台
」
を
布
設
し
よ
う
と
い
う
案
で
あ
っ
た
。

　
当
初
、
こ
の
よ
う
な
企
画
を
聞
い
て
驚
い
た
の
が
、
工
事
を
依

頼
さ
れ
た
設
計
上
と
大
工
の
棟
梁
。
そ
ん
な
設
計
も
建
築
も
し
た

者
は
全
国
に
い
な
い
。
と
り
わ
け
棟
梁
は
、
そ
れ
に
必
要
な
資
材

（
中
腹
に
必
要
な
曲
が
り
く
ね
っ
た
板
用
材
）
が
人
手
可
能
か
ど

う
か
、
不
安
に
か
ら
れ
た
ら
し
い
。
承
諾
す
る
も
の
か
お
る
は
ず

も
な
く
、
挙
句
の
果
て
は
「
気
の
触
れ
た
変
な
爺
さ
ん
」
「
変
わ

り
者
の
変
テ
コ
（
挺
）
リ
ン
」
と
愚
弄
さ
れ
る
始
末
で
あ
っ
た
。

　
そ
れ
以
上
に
当
惑
し
た
の
が
、
当
時
、
町
か
ら
「
市
」
（
別
府

市
に
、
大
正
十
三
年
）
に
昇
格
し
た
ば
か
り
の
市
役
所
建
築
課
の

面
々
、
「
こ
の
よ
う
な
特
殊
建
造
物
の
建
築
許
可
を
出
し
て
よ
い

も
の
か
ど
う
か
」
と
思
案
投
げ
首
。
容
易
に
許
可
が
下
り
な
か
っ

た
と
い
わ
れ
る
。

　
や
っ
と
説
得
し
た
結
果
、
「
台
風
に
も
倒
壊
し
な
い
よ
う
な
頑

と
し
た
物
を
作
れ
」
。
そ
の
上
で
、
て
っ
ぺ
ん
か
ら
四
方
に
ロ
ー

プ
（
鋼
鉄
製
）
を
張
り
め
ぐ
ら
す
よ
う
に
、
と
の
厳
し
い
条
件
付

き
で
あ
っ
た
と
い
う
。

　
建
設
完
工
は
昭
和
二
年
春
。
こ
の
奇
抜
な
建
物
（
写
真
参
照
）

は
爾
来
、
終
戦
時
ま
で
の
十
八
年
間
、
再
三
の
大
暴
風
雨
に
も
倒

れ
る
こ
と
な
く
、
意
地
を
貫
ぬ
い
て
（
？
）
翁
の
期
待
に
こ
た
え

た
（
当
初
は
周
囲
に
家
屋
が
な
く
田
ん
ぼ
の
中
に
突
っ
立
っ
て
い

た
た
め
、
別
府
湾
か
ら
の
台
風
は
強
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
）
。

　
　
　
立
っ
て
し
ま
え
ば
「
コ
ロ
ン
ブ
ス
の
卵
」

　
建
物
が
出
来
上
が
っ
て
し
ま
え
ば
、
何
の
事
は
な
い
。
こ
れ
こ

そ
「
コ
ロ
ン
ブ
ス
の
卵
」
と
い
う
も
の
だ
ろ
う
。
こ
れ
に
は
、
若

干
の
解
説
が
必
要
か
も
し
れ
な
い
。

　
コ
ロ
ン
ブ
ス
ー
イ
タ
リ
ア
半
島
（
長
靴
の
よ
う
な
形
）
の
ほ
ぼ

中
央
部
地
中
海
に
面
し
た
港
町
、
ジ
ェ
ノ
バ
の
出
身
。
冒
険
航
海

士
（
一
四
四
六
～
一
五
〇
六
年
）
。
港
近
く
の
生
家
は
石
造
り
で

現
存
し
て
お
り
、
い
ま
観
先
客
の
名
所
に
な
っ
て
い
る
。

　
ア
メ
リ
カ
新
大
陸
の
発
見
で
、
一
躍
世
界
に
有
名
に
な
っ
た
彼

の
た
め
に
祝
賀
会
が
聞
か
れ
た
折
の
こ
と
で
あ
る
。

　
　
「
こ
ん
な
程
度
の
こ
と
は
誰
で
も
出
来
る
」
と
評
さ
れ
る
や
、

彼
は
や
お
ら
卓
上
の
卵
を
取
り
上
げ
「
諸
君
、
こ
の
卵
を
立
て
て

み
よ
」
。
誰
も
で
き
な
い
と
知
る
や
、
卵
の
尻
を
少
し
つ
ぶ
し
て

立
て
て
み
せ
た
。
す
な
わ
ち
、
誰
に
で
も
可
能
な
こ
と
を
敢
え
て
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最
初
に
試
み
る
こ
と
の
至
難
さ
を
「
卵
」
に
託
し
て
説
い
た
エ
ピ

ソ
ー
ド
で
あ
る
。

＊

＊
　
　
＊
　
　
＊

　
順
作
翁
が
亡
く
な
ら
れ
た
の
は
、
戦
後
昭
和
二
十
五
（
一
九
五

〇
）
年
十
二
月
八
日
。
こ
の
日
は
、
奇
し
く
も
第
二
次
大
戦
の
開

戦
日
、
そ
の
夜
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
居
宅
内
に
設
け
た
家
族
湯
か
ら
、
い
つ
も
の
よ
う
に
上
が
っ
て

こ
な
い
こ
と
に
不
安
を
感
じ
た
お
手
伝
い
さ
ん
心
安
マ
ツ
さ
ん
は

す
で
に
他
界
）
が
、
ぐ
っ
た
り
し
て
い
る
翁
に
気
付
い
た
。
心
臓

麻
蝉
の
発
作
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
て
翁
の
波
乱
万
丈
の
人
生
は
つ

い
に
終
わ
っ
た
。

　
　
　
翁
の
「
頌
徳
碑
」
の
こ
と

　
翁
は
戦
争
最
中
の
昭
和
十
六
年
七
月
二
十
八
日
、
七
五
歳
を
迎

え
た
記
念
に
と
、
鉄
輪
温
泉
北
西
部
に
位
置
す
る
小
高
い
丘
に
祀

る
温
泉
神
社
（
当
時
）
の
境
内
に
、
続
き
地
こ
一
八
六
坪
を
購
入

し
て
献
納
し
て
い
る
。

　
敗
戦
の
混
乱
も
ほ
ぼ
収
ま
っ
た
同
二
十
五
年
二
月
十
五
日
の
吉

日
、
そ
の
寄
付
行
為
に
感
謝
し
た
地
元
民
有
志
が
同
社
参
道
入
口

に
翁
の
「
頌
徳
碑
」
を
建
立
し
た
。
そ
の
除
幕
式
に
は
、
も
ち
ろ

ん
翁
も
招
待
さ
れ
て
い
る
（
写
真
参
照
）
。

　
建
立
さ
れ
た
自
然
石
に
は
、
次
の
よ
う
な
碑
文
が
刻
ま
れ
て
い

る
。鉄

輪
瓢
箪
温
泉
経
営
主

　
　
　
　
　
　
河
野
順
作
翁
之
碑

　
篤
志
に
よ
っ
て
昭
和
十
六
年
七
月
二
十
八
日

鉄
輪
発
展
の
た
め
　
別
府
市
鉄
輪
大
字
鉄
輪
宇
山
ノ
上

五
八
五
番
地
外
五
筆
　
総
面
積
四
反
二
畝
二
六
歩
　
及

噴
気
一
口
を
温
泉
神
社
に
寄
付
さ
れ
た
記
念
と
す
る

　
　
　
昭
和
二
十
五
年
二
月
十
五
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
温
泉
神
社

　
翁
は
こ
の
年
、
四
月
に
な
っ
て
陽
気
に
な
る
と
、
待
ち
か
ね
た

よ
う
に
上
阪
し
た
。
若
き
日
の
人
生
舞
台
で
あ
っ
た
工
場
の
地
を

訪
ね
、
父
や
先
立
っ
た
子
の
墓
に
詣
で
た
。
折
か
ら
開
催
中
の
ア

メ
リ
カ
博
覧
会
を
見
物
し
、
一
週
間
後
に
鉄
輪
に
帰
っ
た
。
旅
行

好
き
の
翁
の
最
後
の
旅
で
あ
っ
た
。
逝
去
は
、
そ
の
半
年
後
の
こ

と
で
あ
っ
た
。

　
幕
末
の
動
乱
の
年
、
慶
応
三
年
に
生
ま
れ
、
明
治
Ｉ
大
正
－
昭
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▲河野順作翁（1867-1950）▲河野順作の頌徳碑

和
の
波
濤
を
生
き
抜
き
、
昭
和
二
十
五
年
十
二
月
に
天
寿
を
完
う

し
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
養
老
園
主
人
　
河
野
順
作
翁
は
行
年
八
四
歳

　
　
　
法
名
は
「
随
光
院
釈
宏
信
士
」

　
今
は
、
大
阪
市
の
阿
倍
野
の
墓
地
で
父
嘉
三
郎
と
先
に
死
去
し

た
長
男
（
清
三
）
の
墓
石
と
の
間
で
、
糟
糠
の
妻
マ
ツ
と
と
も
に

静
か
に
永
遠
の
眠
り
に
つ
い
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
－
鳶
一
　
己
－

　
速
見
の
湯
が
「
別
府
温
泉
」
（
別
府
八
湯
）
　
へ
飛
躍
的
に
伸
び

よ
う
と
し
て
い
た
明
治
後
半
期
か
ら
大
正
期
、
こ
の
大
温
泉
地
に

夢
を
抱
き
パ
ー
旗
上
げ
Ｍ
ｆ
Ｎ
と
、
県
内
外
か
ら
事
業
家
が
流
れ

込
ん
だ
。
そ
し
て
成
功
し
た
人
は
、
さ
ほ
ど
多
く
は
な
い
。

　
成
功
者
で
別
府
温
泉
に
大
き
な
足
跡
を
遺
し
た
人
の
筆
頭
は
、

何
と
い
っ
て
も
「
油
屋
熊
八
翁
」
を
お
い
て
他
に
あ
る
ま
い
（
四

国
宇
和
島
出
身
）
。
油
屋
翁
は
、
や
る
事
が
ず
ば
抜
け
て
派
手
で
、

ま
た
ス
ケ
ー
ル
も
大
き
か
っ
た
。

　
　
「
翁
を
偲
ぶ
会
」
（
会
員
約
三
二
〇
名
）
で
は
毎
年
春
、
記
念

行
事
を
催
し
て
彼
の
遺
徳
を
偲
び
、
追
悼
し
て
い
る
。

　
そ
の
影
に
か
く
れ
て
河
野
順
作
翁
の
業
績
は
、
さ
ほ
ど
目
立
だ
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な
い
。
活
躍
し
た
舞
台
も
鉄
輪
温
泉
一
帯
と
狭
い
こ
と
、
加
え
て

何
よ
り
残
念
な
の
は
、
名
物
の
「
ひ
ょ
う
た
ん
」
の
建
物
が
軍
部

に
よ
り
取
り
壊
さ
れ
た
こ
と
だ
。
「
あ
の
建
物
さ
え
、
今
あ
っ
た
ら

ナ
ア
」
と
嘆
ぐ
人
が
少
な
く
な
い
。
そ
れ
も
予
想
だ
に
し
な
か
っ

た
「
戦
争
」
（
し
か
も
敗
戦
）
と
い
う
運
命
の
い
た
ず
ら
で
あ
っ

た
の
だ
ろ
う
か
。

　
本
稿
を
執
筆
す
る
に
際
し
て
、
現
在
、
ひ
ょ
う
’
た
ん
温
泉
・
金

龍
園
（
地
獄
）
を
経
営
す
る
会
社
（
株
式
会
社
・
ユ
ー
ネ
ッ
ト
）

社
長
、
河
野
純
一
氏
よ
り
聴
取
し
た
内
容
を
極
力
正
確
を
期
し
て

記
述
し
た
つ
も
り
で
あ
る
。

　
今
一
つ
は
七
年
ほ
ど
前
、
大
分
合
同
新
聞
社
が
創
立
一
一
〇
周

年
に
記
念
出
版
し
た
『
大
分
県
歴
史
人
物
辞
典
』
（
平
成
八
年
八

月
二
十
日
刊
）
で
取
り
上
げ
た
人
物
（
県
下
各
界
で
一
八
六
〇
名
、

別
府
市
の
関
係
者
は
百
人
余
り
）
の
中
に
「
河
野
順
作
氏
」
の
名

も
挙
っ
て
い
た
。

　
そ
の
取
材
に
当
た
り
、
遺
族
か
ら
戴
い
て
い
た
翁
の
一
代
記

『
養
老
園
主
人
』
（
河
野
幸
男
著
　
昭
和
五
十
五
年
十
二
月
刊
）
も

参
照
さ
せ
て
戴
い
た
。
幸
男
氏
は
現
社
長
の
ご
尊
父
、
と
の
こ
と

で
あ
る
（
他
界
）
。
こ
の
文
中
に
、
地
元
の
村
会
議
員
と
し
て
私

の
祖
父
の
名
前
が
出
て
お
り
、
養
老
園
の
最
盛
期
に
農
地
約
一
反

を
購
入
し
て
旅
館
を
建
て
た
と
あ
り
、
そ
の
農
地
も
当
家
の
も
の

で
あ
っ
た
。
今
、
こ
の
よ
う
に
し
て
河
野
家
の
事
業
に
関
連
が
あ
っ

た
の
も
、
（
神
）
仏
を
尊
崇
し
て
い
た
翁
と
の
び
’
縁
〃
を
感
じ

な
い
訳
に
は
い
か
な
い
。
今
日
の
「
ひ
ょ
う
た
ん
温
泉
」
も
全
国

的
な
温
泉
ブ
ー
ム
に
の
っ
て
繁
栄
し
て
お
り
、
温
泉
場
人
目
（
駐

車
場
）
の
一
角
に
は
、
鉄
輪
湯
け
む
り
俳
句
の
「
句
碑
」
も
建
て

ら
れ
、
奥
の
隅
に
は
ひ
ょ
う
た
ん
の
棚
に
果
実
が
ぶ
ら
下
が
っ
て

入
湯
客
を
迎
え
て
い
る
。
ご
一
家
の
更
な
る
繁
栄
を
析

な
い
。
な
お
、
文
責
は
一
切
私
（
編
集
部
　
大
野
）
に
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